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＜公演概要＞
○日時：３月２５日（金）　①14時 30 分 ～　②18 時 30 分～　（開場は各30 分前、全席自由席）
○出演：雑貨団　　○申込：３月８日（火）午前10 時より電話にて受付、定員に達し次第受付終了
○定員：60人　　   ○料金：２００円（18歳未満および 65歳以上は無料） 
　※ シアトリカル・プラネタリウムは、演劇を中心とした作品です。通常のプラネタリウム投影とは異なります。星空の解説などはありません。
　※公演時間はおよそ 90 分間です。途中での入退場はできません

　毎春恒例、雑貨団のシアトリカル・プラネタリウム。プラネタリウムの星空と演劇が融合した、でもそれ
だけじゃない不思議な公演です。笑いあり、涙あり？の物語…今作は「宇宙飛行士が宇宙へ飛び立つまで」
の物語。宇宙飛行士たちは一人では宇宙には行けません…多くの人の裏の仕事に支えられて宇宙に飛び立て
るのです。今回は、そんな裏方の、ドタバタした？お話です。

創建当初の姿 解体収集工事時点の姿

　「八幡山の洋館」として親しまれている登録有形文化
財「旧横浜ゴム平塚製造所記念館」は、明治時代に創建
された洋館として現在も残る数少ない建造物です。
　１００年以上の歴史を持つこの建物は、関東大震災を乗
り越え、改装、改修、補修の手が加えられて今の姿になり
ましたが、創建当初の色調や構造は少し違っていました。
移築復原事業に伴って、平成１６年から１７年にかけて実
施された解体収集工事では、かつての姿を伝える部材が
確認され、その後の調査・研究で創建当初の様子やその
後の変遷が明らかにされたのです。
　今回の展示では、古い時期の部材を公開し明治の建物
の歩みをたどります。

寄贈品コーナー

平塚とその周辺で撮影された昔の写真を公募しています平塚とその周辺で撮影された昔の写真を公募しています
　変わりゆく地域の自然と文化を未来に伝えていくため、博物館が開館した1976 年（昭和 51）から現在までに平塚市と
その周辺（相模川・金目川流域 )で撮影された風景，地域や家庭のくらしぶり，地域の歴史的出来事などについての写真
を募集しています。ご応募頂いた写真は平成 28 年度夏期特別展において展示などに利用させていただきます。詳しくは
博物館までお問い合わせください。たくさんのご応募お待ちしております。（※ご提供いただく写真は、提供者本人が撮
影したもの、または使用権をもつものとします。）
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